
共立の品質第一の姿勢か国際的に認証されました｡

霞驚鱒Ｉ
取扱説明書保証書盃X』Z5m7Nj】gm7XjZa〔ブイH｣四x弱世ZﾖｴｹﾞTHJ、ﾘﾏＰｍ２ﾇa仏占ｴﾌﾞ都>ＩＫＪﾌﾞｲ桃｣皿ブイ外月巴Ｘ７ｄＩ｣X;mTH&Z５ 融弘 ７７H｣払取

浄
箇
Ⅵ
協
貝
製
〉
関
川
舎
閤
剤
不
』
吋
勵
い
し
円
珀
簡
劇
に
月
融
息
神
泙
睡
：
爵
国
債
×
乱
に
ｒ
げ
き
貝
剴
ｈ
§
し
月
薇
円
型
Ｌ
Ｌ
）
叱
溌
Ｌ
】
耶
腰
ｑ
１
Ｌ
川
節
聴
冴
。
』
＃
藤
日
敷
Ｆ
弓
へ
妃
‐
風
込
Ｌ
〕
呵
恩
吐
創
畷
）
３
卜
町
鳳
ｆ
厨
へ
疋
叺
罰
庵
‐
湾
３
Ｆ
劇
僑
目
梨
貝
削
閣
削
』
：
Ｈ
ｕ
か
に
‐
何
ｔ
Ⅱ
）
；
興
剴
凶
駆
間
●
凹
敷
〉
肌
】
靭
衡
薊
》
Ⅱ
〆
刊
・
卍
山
Ⅵ
敷
囚
、
認
乢
Ｈ
Ｈ
疋
肛
）
ゆ
ふ

ｽﾞｺﾞｲ刊払Jf7郡jL;ｴﾖnui5I7ぶりムエ所Ⅱ｣ﾑﾌﾟｳﾞｲ鞭宙ｴ豆郁》路Xﾌﾟ邦ｊＸ８ＸワマH)ZSXWHj虹７が槌Ｊ７がJﾋエ

1ｓ09001／

JlSZ9901

乱lEl間＝泪蜑入日 ｺト

共立製品をお買い上げいただきありがとうございます。

証期間内に通常のお取扱いで万一故障が生じた場合は、

面の保証規定により無償で修理いたします。

本書を添付の上ご依頼ください。

保
一
畏

｝ お名前■
■

ご住所
l■■■■■■■

Ｔ

）お電話番号（）－（）－（

◎襄面の保証規定をよくお読みください。

◎本保証書は曰本国内でのみ有効です。

◎本保証書の再発行はいたしかねますので、大切に保管

してください。

販売店名

｡

。

◎

全天候型配電用万能測定器

共立電気計器爵
本社営業部一〒152束京都目黒区中根2-5-20

石０３(3723)O131FAXO3(3723)O152
大阪営業所一〒564吹田市垂水町3-16-3江坂三畠ビル６Ｆ

志０６(337)8648FAX,０６(337)8590
四国営業所一〒７９７愛嬢県東宇和郡宇和町坂戸４８０

石0894(62)１１７１FAX､0894(62)5531

⑨

石0894(62)１１７１FAX､0894(62)5531

工場一東京・宇和島・愛媛
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９２１２

共立電気計器株式会社
ＬＪ７ＵｻﾞJﾑﾉ

21)１hm95-04

MODEL-6020/6030 製造番号

保証期間ご購入曰（年月曰）より－カ年間

（



１使用上の注意（安全に関する注意）目次

１．便111上の注意（安令に関する注意）………………………………１

２．将災…………………………･………………………………･…･３

３．{I：様..……………………………………･………………………５

４．各部名称………………………………………………………………８

５．測定を始める前に…………………･…………………．．……………10

6．測定方法

６－１交流ｆＭﾐの測定（兵の災効(I(〔）……………………………1２

６－２絶縁抵抗の測定………………………………………………1３

６－３接地抵抗の測定………………………………………………1７

６－４．検相………･…………･………………………･………………2０

６－５Ｍ１Ⅱの便111万1｣《………………………………………………2１

６－６コードリールの彼111方法……………………………………2２

●本器は、以|､曇の規格にi(k拠して、ｉ没i汁、試験きれています。

・ＪＩＳＣＩ()03-76：デジタル'i趣１１２１汁試験ﾌﾟﾉi｣：

・ＪＩＳＣｌｌ()2-81：指>j《fE気i汁器

・ＪＩＳＣ1302-94：絶縁lMti汁

・JISCl304-76：接地抵抗i汁

・ＪＩＳＣ()911-84：'M111ij気機ＩＭ+のｌＭ１ｊ誠miiﾌﾞﾉ1｣〈

・ＪＩＳＣ()912-84.:小uiU11jj気機淵卜の衝曜拭miMは

・ＪＩＳＣ()92()-82：flij気機械器具及び'''1U線材料の防ﾉI（試脇命j皿!'Ｉ

・ＪＩＳＣ()()44-9()：環境試験ﾉﾉｨ｣：（地気、’１１jゴイ）「|然矯1,．試験ﾉﾉ法

・ＩＥＣｌ()l()：過電ｌｌｉＣＡＴＩＩ

●感fliなどの危険を避けるため、またこのi1lll定＃'十を11{し〈使っていた

だくため、お使いになる前に必ずこの取扱ii兇｣I)1苫をお|沈みくだきい゜

●この｣|X扱ｉｉ兇|川卜には、仙11Ⅲ特に注意しなければならないｌｉＩｉｉを

△危険と△iMKで>｣〈してありますので、よくお読み〈だ言い。

△厄'１灸は感嘔などを起こぎないためのiii葱zJ1M、ＬｉＭＭｉＭよこのi11ll疋

器が壊れないためのtii怠事ｴ【〔て､す。

●安全のため、次の注意し｣|『項をおく)２１）くだきぃ。

（１）ｉｌ１Ｉｌ正を始めるI1iiに、レンジスイッチを必袈なしンンにセヅトし

たことをＩｉＷ制してくだきい

（２）ｉｌｌＩｌ主コードのプラグはしつか(）ＭＭｓまでj1,|,}i(二朱しi△/ｔごく

だきい，

（３）／I)s体が１Ｍ;れている状態て゛は、illll正．－Ｗ)}洲,iはｉｊなオ)ないて、

〈だるい〕

（４）各レンジには、そ(ノルンジ(ﾉ)ｊ,l〔入江倍を超える，｢腿Ｗｉ〈iL，加えな

いて､､くだるい，

（５）i1lll疋物にｉＵＩｌ左コードを|変絃したままレンジをＵｊＩ)１１Ｍないてく

だきい

６－７オートパワーオフ機能について……………………………2３

６－８ベルトの便1ｉ１ﾉJr法……………………………………………2３

７．電池の交換ﾉﾉ法………………………………………………………24

8．修王111を依頼される前に……………………･……･…………･………2６

1



i11ll正端｣'とアース'''１にＡＣまたは[)Ｃ(ﾉ)(｝()()Ｖを超える1hJ［がｌＩ１１１

わらないようにiMJ《してくだきい，

ｌｊｌ火llliのある場|ﾘ『て川>としないて．〈だ琴い大化が,''1,て螺；け

ることがあります《､

このil1ll疋器を便11Ｉしているうちに、本体や川上コードに亀裂が

く１兆ﾌﾟこ')、介臓fけがlIi幕''１,したときは、仙lllを'''１１Lてくブござ

い。

電池を交換するために、‘ＩＭＬ裂撚を１%Ｉけるときは、必ずそのIiij

にi11ll定コードを端「からはずし、１剛（スイッチをＯＦＦにしてく

だきい゜

zIiこ体が濡れている状態て､のTMuj交換はｉｉなオ)ないて､くだきぃ

使川後は必ず屯刈j(スイッチをＯＦＦにしてください、

高IiM多湿､ポiIiiii蔦するような場)ｉＴおよび'１１[射Ⅱ光卜に1と||可\Ⅱ'１放i蟹

しないで〈だ言い。

この測定器を50℃を超えるi品度の場｢i『に綴かないてください､

長時lIU使１１]しないときは、電池をllXl)外して僻符して〈だるい。

(６）

２特長

(７）

′１N器は、600Ｖ以~|､~のllliU電線、地気機械器ＬＬ等の洲!'|定、また保守管

孤に使用する今天候剛のllli｣電''1総合試験器て､す。lljlli、絶縁抵抗、接

地抵抗、３１:11ﾉﾄⅡ11111、欠/'11の検llilIをｉＴなうことができます。

●JIS保護等級７「ljﾉlji受型」の防水機能を持ち、悪二八||英下での測定も、ｌ
能です。

●．－Ｗ－ルの採用で、今まて、倒だった11111定コードの収納も簡単

にできます。

●１１１１１定植が見やすい、７人H1デジタルタイフ･の表氷部を採11Ｉしています。

また、｜I青い場所での作業に仙利な衣>j〈部パックライトllMlﾘＩ付です。

●電源スイッチを切Ｉ)忘れても約30分後、オートパワーオフ機能て゛電

源をオフにできます。

●１Ｍ(明付きの高)OT測定１１１リモートフ･ローブを採用しています。

●絶紘抵抗は３レンジオート、｜妾地抵抗、交流竜I{<は２レンジオート

です。

●携格に仙利なソフ|､バッグの採111で各祁111||定コード寸各櫛プローブ、

付属品等の持ち運びに便利です。

●電圧測定

．ひずみ波形Ｍ１確に測定できる典の実効値指7｣〈です。

・直流のi1lll左も可能であるため、薙流波形等のi11ll定にも活用できま

す。また、絶縁測定時の充電電圧の確認にＭ川可能です。

●絶縁抵抗計

・1994年改T[の絶縁抵抗計(Ｃ1302-1994)新JISに完今準拠していま

す。

.Ｍ-6020(125Ｖ、250Ｖ、ｌ()00Ｖ)、Ｍ-603()(250Ｖ、500Ｖ、100()Ｖ）

の３レンジ定格雨１１ﾐ仕様です。

・絶縁抵抗ｉ１１Ｉｌ定後、存量性、荷の場合、｜'|動的にオートデイスチャ

ージ機能で放電します。また、容量性負荷にチャージした竜lT了の
放電状態も、竜lLTレンジにすればiflr論できます。

(８）

(９）

１
１
１

０
１
２

１
１
ｌ

ｌ
ｉ
く

(13）

(１４）

△注意

本器は防水構造である為、内部は密閉きれています。急激な

温度変化により、ネームプレートの透明部が浮き上がる事が

ありますが、機能'二問題ありません．ｵ､一ムプレートの透lﾘ］

部が浮き_lこがっている時は、電池蓋をはずして内部の空気を

抜いてくだきし､。

３２



・i1ll1定プローブによるリモートi11ll定が｢'｢能です。

・1000Ｖレンジは没左するとブザーiffで警(I｢、また、スイッチ２つを

ｌＴｉ１時にＩＩｌ１さなければレンジ切り鉾えができない安今設計です。

●接地抵抗計

・接地抵抗11111定||寺、JIWIiiu)｣接地抵抗値が、不適切または人きすぎる場

介、チェック機能がIIillいて警告-衣〉j〈します。

・簡易i11ll定ボタンを１''１せぱ、ｉ１１ｌｌ定フ･ローブを他１１Ｉした簡易接地11!'|定

が筒Lijにできます。

●検'1１

・ＬＥＤを仙川した検↑||機能で、トII1lu1の確認が筒iiiに行なえ、火ﾉ|:||の

３仕様

●i1lll定範|)１１及び確度（iMiliilL度２３±5°Ｃ４５～75％ＲＨにおいて）

交流電圧

Ｔ
Ｉ
‐
Ｊ

戸
１
Ｌ
Ｌ

ｏｒｏ：

絶縁抵抗

チェックも可能です。

･ｌＯＯＶから600Ｖまでの広範|ｊＩＩな竜)|｛に対応しています。

Ｆ１

Ｌ」

］

］

【】

「
〕

接地抵抗（簡易測定・精密測定）

0-1999Ｑ/100～l999Q（２レンジオート）

指>jWjの±２％rdg±３dgt

lWli助接地抵抗500Ｍi：

１１|'|定範lｌｌｌ

雌度

定電流インバータ約820Ｈｚ約２ｍＡ111||定方式

５４

ｉ１ＩＩｌ定範囲 ()-199.9/l()0-6()()Ｖ（２レンジオート）

確度

←
ぴ

旨水
に」二

の±１％rdg±４ｄ亘ｔ

蕊流方式 典の'ﾉﾐ効, illi幣流

入ﾉJインピーダンス ２Ｍ０

機種 Ｍ-6()2０ Ｍ-603(） Ｍ-602()/6030｣|ﾐ皿

定烙電､２ 125Ｖ/250Ｖ 25()Ｖ/5()0Ｖ 1()()()Ｖ

i1ll定範lｊＩ

(Ｍｎ）

()－１．９９９

1.()()－１９．９９

１().Ｏ～１９９．９ ◇

0－１９．９９

10.()～１９９．９

1()()～１９９９

３ し ンジオ 、

確度 lIFiI爪IIlilの±２％rdg±３ｄｇｔ

ｲI'し100()～20()()Ｍｎは±1()％rd亘

無負荷電11{ 筵 :各fli｢|：＋20％ ()％

定格狐'|左電流 ＤＣ1ｍＡ＋2()％ ()％

短絡(遍流 約ＤＣｌ３ｍＡ

ｉ１ｌｌ定端『薑電[l了の

交流分の影響

棚兀11111定llJi息、５ｕＦのコンデンサを;Ｍ１接続

した場合指示１１１１〔の±１０％以内



●ｌｉ１ｊ費竜流（電汕i〔f、；：ｌ２Ｖ時の代衣ｉ１１１１）検相

１１('|疋範|〃’１０()～6（ ０

●適応規格

・JISClOO3-76：デジタル電11ｉ計試験ﾉﾉ法

・JISCllO2-81：指示電気計器

・JISCl302-94：絶縁抵抗計

・ＪＩＳＣ1304-76：接地抵抗計

・JISCO911-84：小咽電気機器の振動誠l験ﾉﾉは

・JISCO912-84:'小型電気機器の衝撃試験方法

・JISCO920-82：電気機械器具及び配線材料の防水試験皿11|Ｉ

・JISCOO44-90：環境試験方法（電気、電子）’1然落下試験〃法

・ＩＥＣ１０１０：過電IEI二ＣＡＴⅡ

●応答時IlMｊ(ｉ流電1Ｌ接地抵抗約４秒、絶縁抵抗約５秒

●表示1999(３１/2桁）大型LCD

●絶縁抵抗電気|iT1路と外怖間で50ＭＱ以化/10()0Ｖ

●耐電圧電気'１１１路と外紺間AC5550V1分ⅡⅡ

●外形寸法130×238×207ｍｍ(本体＋コードリール)、

105×238×207ｍｍ(本体）

●重量約1.6kg(本体)、約7509(コードリール）

●電源ｌｉｉ３アルカリ乾電池(ＬＲ６）1.5Ｖ×８本(本体)、

1.5Ｖ×１本(プローブ）

●使用温湿度範|#Ｍ０°Ｃ～40℃

●保存脱湿度範囲-10.Ｃ～50.C相対Ⅱ,i(度75％u~ﾄﾞ

●過負荷保護電圧

・交流電圧ＡＣ900Ｖ１分間

・絶縁抵抗1200Ｖ(ＤＣ＋ACp-p）１０秒間

・接地抵抗各端子間にＡＣ2()OVl()秒|Aｌ

・検机各端子間にＡＣ660Ｖ１０秒間

ｄＩ１１ＴＭ】川

/１

[WTI両’
､１１２６()ｍｆ】

川

l11jil

lセツ

lセツ

ｌセツ

ｌセツ

ｌセツ

２本

９本

１部

２本

１１同

111ｉＦＩ

ｌセツ

M-7092コードリール

M-8082111ll定う゜ローブ

M-70891lIl定コード（大）

Ｍ-7090測定コード（小）

Ｍ-7091接地il1l1定コード

Ｍ-7088検ﾉI11111ll定コード

Ｍ-8()８３袖Ｕｊｊ接地林

１１１３アルカリ乾芯池

1ｌｘ扱税|ﾘI苫

ベルト

ルjRLliて

M-9081携帯ケース

Ｏリングセット

●付属hi1，

、
、
、
、
、

Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｕ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
０
１
１

|、

●オプション

M-7093プローブ接続コード

ノ|ｉｓ体と測定プローブを直接接続するためのコードです。

M-9080携ｊＩＩ}１１１アルミケース

アルミ製のハードケースです。

７６

１，二biUmmTI三子石、、而天TlT-~’ 交流Nijl

灸ノ :Ⅱ

EL(ﾊﾟｯｸﾗｲﾄ)ＭＵＩ１時

絶縁抵抗

125Ｖ 75ｍＡ 210ｍＡ

25()Ｖ 75,1Ａ 210ｍＡ 26()ｍＡ/().25Ｍｎ 15()ｍＡ

500Ｖ 75ｍＡ 210ｍＡ 26()ｍＡ/().5Ｍｎ 15()ｍＡ

10()()Ｖ

接地抵抗

75ｍＡ 210ｍＡ

待機時

320ｍＡ/１Ｍ０

111'|定|}〈|i：

180ｍＡ

精密1111|定 30ｍＡ 2()0ｍＡ

簡易illll筵 5()ｍＡ 220ｍＡ

ｉＭｌｌ定範'111



角度調整が可能な先端部（０度４５度９０度の３段階）

志

１１泓卵

４各部名称
一長さ調整が可能な>則定棒

操作パネル `一二＝

－スイ則）

言卜

フ

ドリール
、
,￣

二
■
■
■

説明

レト
、の

耐橦

ゴム製バンパー

測定

－ド

囮NHFliMN詔［s1EiwoD…０

……，⑳

１…

△圏
⑭田□

□Ｅ:Ir二コ
の■

操作パネル(M-6020の場合）

図２測定プローブ及びコード類

－９－

図１本体

８

Ｉ。 250Ｖ

Ⅱ

□
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５測定を始める前に ｏｌＲＴＨ/ＶＣ

５－１電源電圧の確認

本器の歴麺スイッチを押した状態で､電池交換の所にLEDが点灯ま
たは点滅していないことを確認して〈だ言い。電池交換LEDが点灯し

ている場合は７．電池の交換方法を参照の１１、蒄池を交換してくだき

い。また、点滅している場合は電池がiiLi粍しており、まもなく電池交

換の必要があることを示していますので、予備の電池を用意してくだ

きい。

尚、警告の電圧は以下に設定されています。

９Ｖ±０２ＶにてＬＥＤが点滅

８Ｖ±Ｏ:2ＶにてＬＥＤが点灯要電池交換

また、レンジの初期彼定は、flii源スイッチを押した１１才、ＡＣＶ電１１ル

ンジになるように設定きれています。

５－２測定コードの接続

各測定ファンクションにおける端丁臺および適応コードは、以1くのよ

うになっていますので、ｉ１Ｉｌｌ定||的に応じて血沈選択してくだきい゜

Ⅲ

ｎ

kＪ
ハ

５－３プラグの接続

う゜ラグの接続は、｢図のようにＯリングが尤冷にかくれるまて鬮確実

に栄し込んて､くだきい。Ｏリングが九十にかくれていない場合は、防

水性能が雑持て､きません。

/Ｏリング
’三

／
／

學學歩脇陸蔓E＝ ◆

~-Ａ三角マークの方向を一致
させる二と／
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図４プラグの接続

図３端子内容

1１1０

便Ⅱ1端ｆ

｢EARTH/VOLT｣上｢LINE/COM」

｢LINE/COM｣と｢EARTH/VOLT」

｢LINE/COM｣上｢EARTH/VOLT」

または「Ｅ 」 と 「 Ｐ」

「Ｅ」と「Ｐ」と「Ｃ」

｢検/N|」

通1心コード ~’

彫脇一

ｑ

111'１定プローブ

i11ll定コード(人）

iMll定コード(小）

1111|定フ･ローブ

iI1Il定コード(人）

il1Il定コード(小）

i11Il定ブローブ

ｉｕｌｌ定コード(人）
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一
ワ

妾地il1ll定コード

金ノ <11111'|筵 コー ド

測定ファンクション

電'二l；

絶縁抵抗

接地抵抗(簡易i1lll定）

◆

接地抵抗(精密iHll定）

検ﾄ'１

可 (ｍ、

０
１
－
］
■
』

￣白■■■■■■■ 。

CI蘂【EニーフＯ弓



また、絶縦11'|筵が光「した''Ｍで、このlAQ万EJ□を}'|'すことによ

,１１妾灘':芒燃ﾆｷﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞ…肌変化…邪「

lA1iMT-MJMﾌﾟJ蜥剛川口川越えてＭ
｜この｣船はただちにｉＩｌＩ,之を,,,｣Iしてください

｜人汕Ｅｗ,ＭＭｕＩＭＬこのｵｰﾊﾞｰ州二な….'
６－２絶縁抵抗の測定

６測定方法

６－１交流電圧の測定（真の実効値）

Ｉ△危険

１． 活線のi11Il定は感i1jjする危険があＩ）まず□ｉｌ１Ｉｌ正コードを接続

する場合は、１１史1,1路をＯＦＦにしてから測…しコードを接続

してください｡？また、ブローブが/l（にi余れている場合は光

分にふきとった後て川疋をして〈だ

２．本器の過〔1荷保i護電圧(ｍａｘＡＣ：９(）

対に印加しないて､くだきい゜

さい。

0Ｖ）を超える)廷lliを絶 LjlC
、
】

①レンジ切替スイッチ区で▽電Ti1を押してくだきい゜
②LINE/COMからの1Ⅱ'１定コード（黒）を被i1lll定llil路の接地側に接続、

ＥＡＲＴＨ/ＶＯＬＴからの1111|定コード（赤）をラインI11Ilに1妾統して111|I左

してください。

。

「 1地陥

絶絲i1I'|左Ⅱ､!i:には、111'１，とブローブの>上端には、，１，ＪＵ}(がﾂﾞﾋﾞ'ｉｆして

います。ｉＨｌｌ左''１に、ブローブＭＭＩ、まﾌﾞこは被illllUi1lM升に各オノろ

と、感111jしますのてく允分にｉＭ;してく/ご各い，

また、プローブが′l〈に柵ｵしている場介は、光う>にふきとった後

て111ＩＭさをして〈ブごきし。

￣＜＝ＰLINE/COMEARTH/ＶＥＰＣ

繕ｲ鯵['二〕⑬ouoA…
コード

リールリール

⑯

ＥＬ

図５交流電圧の測定

く直流電圧の測定について＞

本器の電ｌＩｉ１ｌ１１ｌ定レンジは、illl流電圧の測定Ｍ１能で､す。しﾌﾞこがって、

半波整流や金波整流波形の実効価もjli確仁i11ll定でき、またillI2流に交

流が軍農しているような場介、高調波を含んだひずみ波の1M'|定ｂｐＩ

能です。

屯，

表示部にＷｉ主が衣爪

ｌ１ｌｌ路に`rIijllそがないと

〈だるい。もし、ｌｉ１ｌ路が活線の場什は、

t川します。衣>｣〈邦が変化しない場合は、

1ｾﾘ断できます。

1３１２

測定範囲 0-199.9/l()0～600Ｖ（2レンジオート）



②希望の定格i1Ill定電１１ルンジを選択してください。

（注)IC()ｏｖレンジの場合は､|I｢)０Ｗ|ヒロmWIiIW鍋H届を１両１時にｌＩｌ１して
ください。

③図の配線を確認後、そのまま、|雌スイッチか[1-毛二~iコスイッチを
押して絶縁抵抗をi11ll定してくだきい。

●●■

瀞
騨亡樹銅丞重巫巫蓼

図６絶縁抵抗の測定

く皿スイッチと[ﾜｰﾆ壱二~､スイッチの仙いい

唖スイッチ：このスイッチをⅢ|'すことにより、連続測定がM1能に
なります。この'１１１，唖スイッチのLEDが点灯しま
す。尚、この連続スイッチは３分後|当|動的仁解|漆き

れます。強制的に解除する場合は、再度唖lスイッ
チを}||]してください。また、他のレンジスイッチを

押しても解除できます。

「ﾜｰ宅二-,スイッチ：このスイッチは測定プローブ側にあるスイッ
チで、このスイッチを押しているlliだけ11111定がTTI能

になります。

④測定終了後、プローブの接続はそのままの状態で､唖スイッチを
もう一度押してＯＦＦにするかリモートスイッチから手をはなし被

測定物に充電された電荷を放電させてください。

１
１

了ＪｇＴ｢而n5UUT｢ＴｍＺ

１５1４

定格電I11I11L〔 125Ｖ 25()Ｖ 500Ｖ 100()Ｖ

定格測定電流（１ｍＡ)を供給

１１１能な絶縁抵抗値の~卜1眼

０．１２５
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６－３接地抵抗の測定
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６－３－１精密測定

①i(11i助接地棒の打ち込みと配線

被測定接地体から約５～10ｍｌＭ１隔て、ほぼｌ直線-ｋに補助接地棒Ｐ

端子用、Ｃ端子用をそれぞれ大地に深く打ち込み、本器のＥ,Ｐ,Ｃ端

イ･からのｉＵｌｌ定コード（緑）（黄）（赤）を被測定ｲ妾地体、補助接地棒

Ｐ、補助接地棒Ｃの順に接続します。

（注)補助接地棒はできるだけ湿気の多い」この部分に打~ち込んでくだ

さい。やむを得ず乾燥したところまたは、小石の多いところや

砂地の場合は、接地棒を打ち込んだ部分に水をかけて充分仁湿

気を持たせてください。

コンクリート１２では接地棒をねかせて水をかけるか、濡れ雑巾

等を接地棒の上にかけて測定してください。
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図８接地抵抗の測定（精密測定）

図７測定端子電圧特'性
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②地電圧のチェック

上記の状態でレンジを匹厄▽電困レンジにしてください。
このとき、表示部に電圧が表示された場合は、地電圧が存在します。

この電圧が10Ｖ以下て゛あることを確認してください。もし、１０Ｖ以-ｋ

の場合は、接地抵抗の測定値に誤差を生じる可能性がありますので、

被測定接地体を使用している機器の電源を切るなどして地電圧を低

くしてから接地抵抗の測定を行なってください。

③精密測定

Ｗ青雷Jii歪|スイッチを選択の後､頤スイッチを押してください。こ
のときの指示値が被測定接地体の接地抵抗値です。

（注)もし表示部に匝丁.が出ましたら､補助接地棒ｃの補助接地抵
抗値が大きすぎて本器が定電流を流せない警告ですから、各測

定コードの接続、補助接地棒の接地抵抗を再確認してください。

①配線

以下の配線を行なってください。

⑦`，ｐ△。

nm膣8国盾

図９接地抵抗の測定（簡易測定）

方法１（測定う゜ローブを使用方法２（Ｅ、Ｐ端子を使用する

する方法） 方法）

黒プローブを被測定接地体 精密測定川の測定コードを

赤プローブを接地極に接続 便川してください。

してください。 Ｐ－Ｃ間は口動的にショート

されます。

（注)簡易狽||定の場什は上記のどちらの方法でい111|定できるように

なっています。現場の状況にあわせて便利な方法を選択して

ください。

|△藍ili電源の剛側を川する場｢稀は$川い豆｢丁忘'１１コ
｜虹てく瞳ぃL－－－－－－．｜
②地電圧のチェック

上記の状態でレンジを…にして〈だるい。
このとき、表示部に電圧が表〉jくされた場什は、地電圧が存在します。

この電lirが10Ｖ以下であることを確認してください。もし、ｌ()Ｖ以上

の場合は、接地抵抗のi11ll定{１両に誤差を牛Ｃろ可能性があＩ)まずので、

被測定接地体を使用している機器の電源を切るなどして地電1{：を低

くしてから接地抵抗の測定を行なってください。

△注意

測定コードを撚り合わせたり、接触した状態て11111定しますと

誘導の影響を受ける場合がありますので、それぞれのコード

離してくだきい。補助接地抵抗が20kＱを超えますと指>ＭＩＩ{に

差をｆｋＣることがありますのて゛、水分の多い場所に補助接地

Ｐ、Ｃをおのおの慎重に打ち込み、各接続部の接触を光分に

てください。

を
誤
棒
し

６－３－２簡易測定

この測定は補助接地棒が打ち込めない場合に便利な測定法です。補

助接地極として、既存のできるだけ小さい接地抵抗の接地極を利川し、

２端子法(Ｅ,Ｐ)で測定します。使用可能な接地極としては、金属製水

道管等金属製埋設物、商lElj電源の共同アースＸはビル等の第１穂接地

極（避雷針等）が利用できます。

本器の簡易測定には、測定フ･ローブを利用する方法、接地端子Ｅお

よびＰ端子を利用する方法の２通りのi11ll定がTjl能です。

１９1８



衣２③簡易測定

僑易TIii歪|スイッチを選択の後、測定スイッチを}'1Iしてください。こ
のときの指示値が被測定接地体の接地抵抗値です。

（注)もし表示部にﾛｰﾆｰｺが１１１，ましたら、Ｐ端子の衲助接地抵抗値
が大きすぎて本器が定電流を流せない警告ですから、各測定コ

ードの接続、Ｐ端子の接地抵抗を再碓認して〈だ言い。

(注）・P-C端子は内部でショートされるので、外部でショートする必

要はありません。

・i1ll定電流は、約２ｍＡと低いため、漏電ブレーカの付いている商

用電源のアース側を使用してもブレーカを作動きせません。

・簡易測定による測定値について

簡易測定の場合、２端子法ですのでＰ端子に接続した接地極の

接地抵抗値reが真の接地抵抗値Ｒｘに加算されて、指示値ＲＥに

あらわれます。

指示値ＲＥ＝Ｒｘ＋ｒｅ

このreがあらかじめ判っている場合は、指示値ＲＥより、ｒｅをマ

イナスして真の抵抗値を求めてください。

真の抵抗値Ｒｘ＝ＲＥ－ｒｅ

６－４検相

＊２相がｌＴｉ１時に欠相している場合は、ｌイⅡが活線

状態て゛あってもすべてのＬＥＤランプが消灯し

てしまいますので注意してくだきい゜

△危険

３ｲ||線Ii各には『化11{がかかっています、感屯すると非常に危険

ですのて゛充分ＩｉＭＫして''１１路の接続作業をしてください。

検'i遷器としては他111しないて､〈だろぃ

穴ﾉ|《ⅡチェックＬＥＤが３個其111i灯している陽介でも、l7l11はi舌線

の場合がありますのて､注息してください、

６－５照明の使用方法

く表示部照明＞

唖スイッチの１２にある塵…スイッチを押すことによ')、
ＬＣＤ表示部のバックライトが点灯します。Ⅱ青い場所、夜の作業等で

のiⅡ'1定時に活川して〈だ言い。

＜プローブ照明＞

プローブ（ラインイ11Ｉ）にあるＥＴＲスイッチを+'１'すことにより、プ
ローブ先端部を'1((らずライトが点灯します。iilj灯する場介は、’１１](度

Ｆ－Ｔｉコスイッチを１'1'してください。

１１１'|定範ljl:Ｉ

①唖スイッチを押してください。
②チェックする３相線路に検ﾎ|Ⅲ'|定コードのワニ｢1クリ

てくだ≦い。判定はＬＥＤの点灯内容でおこないます。

ツプを接続し

(表２参照）

蟄露己`鱸,偽'１△白

ＩＩＪ 青赤

図１０相順チェック

2１2０

欠）:HチェックＬＥＤ

・
ノ :１１１１腹チェックＬＥＤ

]]ﾐ）
￣

、 '１ ３ 脚すべて点灯 緑色ＬＥＤ点灯

逆相 ３ ノ ml-i
￣

べて点灯 赤色LED点灯

欠/|;Ⅱ(lﾉＨ１のみ） 欠）
▲

、Ⅱフ ;Ⅱのみ1iＬ 灯＊ 緑色赤色とMilj灯

測定範囲 100～600Ｖ(50/60Ｈｚ)で正相、逆相、欠)１１１



６－７オートパワーオフ機能について

電源スイッチをＯＮにした時点から約30分後に「l動的にパワーオフ

状態になります。この場合、電源スイッチを呼びＯＮにすることで、オ

ートパワーオフは初期設定になります。

６－６コードリールの使用方法

コードリールカ)らの測定コードはそれぞれ個別にリ|き出し、収納が

できます。コードリール側面の切り替えスイッチの_化側がフリー､_下

側がロックになっており、測定コードを引き出す場合はこのスイッチ

をロックの位置にセットしてください。このロック位置の場合、測定

コードは引き出した長さでストップ゜します。リ|き出したコードを巻き

取りたい場合は、スイッチをフリーの位置にしてください。Ｆ１動的に

コードが巻き取られます。

また、コードリールが必要ない場合は、本体底部のネジ２箇所をは

ずすことにより、コードリールを本体からとりはずすことが可能です。

６－８ベルトの使用方法

く肩ベルト＞

図のように、本体側面のベル

ト通しにとりつけて使用して

ください。

DPW7iLWIZl
□I-i至言１－

￣

,

●

量
、l悠廿班

。

■
□
■
■
』

図１２肩ベルトのとりつけかた

＜腰ベルト＞

図のように、コードリールを

とりはずして、腰ベルトをコ

ードリールのミゾに合うよう

にとりつけてください。

！

］
図１１コードリールのとりはずしかた

■■■０００００■■

図１３腰ベルトのとI)つけかた
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(測定プローブの電池交換）

プローブライト111の電池はランプ゜カバーをまわして交換してくだき７電池の交換方法

ぃ。趨池の極性を''１１違えないよう仁抑人してください。

ランプカバーのねじは最後まで碓突に締めてください。ｒＭｄｊ険

「･函スイッチは必ずオフにし各種測定コード、プローブ等の接続
をはずしてください。

･本器底部にある電池蓋の止めネジ２１同をゆるめて、電池蓋をはずし

てください。

･電池は８本すべて新しいものと交換してくだきい゜交換の際は、極

性を間違えないように充分注意してください。

図１５測定プローブの電池交換方法

ジ

図１４電池の交換方法

2５2４



●絶縁抵抗が測れない「1-]表示皿レンジ以外
→200MQu-lさの高抵抗の場什にオーバー表示になります。

ＥＡＲＴＨＬＩＮＥの11111定う゜ローブをショートさせたとき、0.00を表

示すれば本器は正常に動作しています。この場合は、絶縁抵抗が

200ＭＱ以｣し二であると判断してかまいません。

●絶縁抵抗が測れない「丁一]表示皿レンジ
→_[主記と同様に2000Ｍｎ以上の高抵抗の場合になります。

●接地抵抗が111りれない爾JT玉｜

→歴雷7,1盃|レンジにおいて、唖で仙川する場合、タイマー機能が
働き約３分後にOFF状態になります。もし唖スイッチのLED

が消灯していれば､再び唖を押してください。

●接地抵抗が測れない表示部に｢1-三コと表示する…
→補助接地抵抗が大きく定電流が流せない状態ですので次のように

してみてください。

・補助接地棒の場所を差し杵えるあるいは深くする。

．Ｃ端子の測定コード（赤）先にある補助接地棒Ｃに水をかける。

ＥＰ,Ｃのi11ll定コードをショートして表示部の指示値が0.00に近

い数値になれば本器は正常です。

詳しくは６－３項を参照ください。

●接地抵抗が111'|れない表示部にF百コと表示する歴皿
→補助接地抵抗が大きく定電流が流せない状態ですので次のように

してみてください。

.Ｐ端子の補助接地極に仙)||している場所（金属製水道管、iiPilll

電源の共同アース等）の接続をⅣ確認する。またはﾄﾞiIiimj接地極

を変史する。

詳しくは６－３項を参照ください。

８修理を依頼される前に

●函スイッチを押しても表示部に000が表示しない。
→乾電池が入っているかどうかあるいは乾電池の向きがあっている

かどうかを本器底部の電池蓋を開けて確認してください。

（７項参照）

尚、購入時は、本器に乾電池は実装されていませんので、付属,1ｉｉｌｌ

の乾電池をお客様が入れてください。

●函スイッチを入れていたのに表示が出なくなった。
→約30分後オートパワーオフ機能が働き、OFF状態になります。続

けて使用したい場合は、もう一度､麺スイッチを押して〈だる
い。．

●交流電圧測定時：□￣~。と表示する
→過大入力を加えていないか確認してください。

600～660Ｖの間で最上位の桁の１が点灯します。電圧測定時

「１－と表示した場合は､すぐ゛に測定を'１１止してください｡600
Ｖを超えると本器を損傷させる恐れがあります。

●絶縁抵抗が測れない

→測定スイッチまたはリモートスイッチが押されているか確認して

くだきい。

唖スイッチで使用の場谷は、タイマー機能が働き、約３分後に

OFF状態になりますので再び睡スイッチを押すかリモートス
イッチを押して測定してください。

→使用端子は，ＬＩＮＥ/COM,ＥＡＲＴＨ/VOLＴになっているかまた

測定コードの接続は確実にできているか確認してくだきい゜

●絶縁抵抗区nm▽|レンジが使えない

→ブザー音と皿レンジのLEDは点滅しているか確認して〈だ暑
い。

安全面を考慮してlooovレンジは、U[両と、U▽Ni苞W家、己の２つ
を同時に押さないと作動しない設計になっています。
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保証規定●修理のご依頼について●

保証期間中に生じました故障は、以下の場合を除き無償で修理いた

します。

｜、取扱説明書によらない不適切な取扱い、使用方法、保管方法が

原因で生じた故障。

２．お買い上げ後の持ち運びや輸送の間に、落下させるなど異常な

衝撃が加わって生じた故障。

３．当社のサービス担当者以外の改造、修理、オーバーホールが原

因で生じた故障。

４．火災、地震＜水害、公害およびその他の天変地異が原因で生じ

た故障。

５．傷など外観上の変化。

６．その他当社の責任とみなされない故障。

７．電池など消耗品の交換、補充。

８．保証書のご提出がない場合。

◎ご注意

当社で故障状態の確認をさせていただき、上記に該当する場合は有

償とさせていただきます。

輸送中に損傷が生じないように梱包を施し、当社修理センターまた

は取扱店宛にお送りください。

輸送中に損傷しないように＋分梱包した上、下記修理

センターまたは取扱店までお送りください。

〒797愛媛県東宇和郡宇和町坂戸480

共立電気計器株式会社

修理センター

,冠O894-62-ll71

FAXO894-62-5531

お取扱店

の冒尊日肘

品レノ正す－０ 「
』 Ｌ－ｌ..｜-J

年月曰 ('二理内客 担当者


